
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
国
民

健
康
保
険
の
保
険
者
に
つ
い
て

は
、
県
に
な
り
、
財
政
主
体
は

県
一
本
と
な
り
ま
す
。
し
か
し

保
険
税
の
賦
課
徴
収
の
権
限
は

あ
く
ま
で
も
市
町
の
権
限
と
し

て
残
る
わ
け
で
す
。
そ
の
中
で
、

市
町
は
県
か
ら
示
さ
れ
る
、
国

保
事
業
納
付
金
を
納
め
れ
ば
い

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

米
原
市
の
納
付
金
に
つ
い
て

は
、
県
で
試
算
が
行
わ
れ
た
金

額
は
、
１
人
当
た
り
１
２
０
，

３
０
３
円
と
な
っ
た
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
米
原
市
の
平
成

２
８
年
度
の
平
均
保
険
税
額
が

１
３
３
，
１
８
０
円
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
差
額
は
１

２
，
８
７
７
円
で
あ
り
、
こ
の

基
準
か
ら
言
え
ば
、
現
在
の
国

保
税
が
高
す
ぎ
ま
す
。
国
保
税

を
引
き
下
げ
、
負
担
を
少
し
で

も
少
な
く
す
る
こ
と
が
、
保
険

者
と
し
て
の
米
原
市
の
役
割
だ

と
考
え
ま
す
。

一
方
国
保
基
金
が
、
現
在
１

億
２
千
万
円
も
積
み
あ
が
っ
て

い
ま
す
。
県
が
保
険
者
と
な
る

こ
と
か
ら
、
市
が
基
金
を
持
つ

意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。
高
い
保

険
税
で
積
み
上
げ
た
基
金
を
活

用
し
て
、
保
険
税
負
担
を
減
ら

す
こ
と
が
、
今
必
要
な
施
策
で

す
。
こ
の
よ
う
に
将
来
的
な
見

通
し
が
立
っ
た
中
で
、
保
険
税

据
え
置
く
今
年
度
の
国
保
予
算

は
賛
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。三

島
荘
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
の
事
務
局
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
資
材
が
置
か
れ
て
お

り
、
ま
た
三
島
荘
で
は
、
地
域

支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
事
業
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
な
ど
市
か
ら
の
委
託
事
業
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
多
く

の
災
害
を
受
け
た
地
域
で
は
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

る
し
っ
か
り
と
し
た
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
必
要
性

も
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
三
島
荘
が
廃
止
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
山
東
地
区
は
ル
ッ

チ
プ
ラ
ザ
の
一
室
が
移
転
先
と

聞
い
て
い
ま
す
。
今
回
の
移
転

に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

議
室
利
用
も
自
由
に
な
ら
ず
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
備
品
の
置
き
場

所
も
不
確
実
と
聞
い
て
い
ま
す
。

今
ま
で
多
く
の
市
民
か
ら
、

今
ま
で
米
原
、
伊
吹
、
近
江
地

域
に
は
し
っ
か
り
し
た
地
域
福

祉
活
動
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ

て
い
る
が
、
山
東
に
は
、
十
分

な
施
設
が
な
い
。
何
と
か
し
て

ほ
し
い
と
の
強
い
要
望
を
聞
き

ま
す
。
ま
す
ま
す
、
地
域
福
祉

活
動
セ
ン
タ
ー
と
は
名
ば
か
り

の
施
設
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
は
こ
の
よ
う
な
要
望
に
応
え

て
、
米
原
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
、
ま
た
山

東
の
地
域
福
祉
活
動
の
拠
点
施

設
に
つ
い
て
今
後
の
方
針
を
至

急
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
を
強

く
要
望
し
、
今
回
の
米
原
市
ボ

タ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
三
島
荘

条
例
の
廃
止
に
反
対
し
ま
す
。

第568号 米原市民報 2017年4月9日

http://www.jcp-maibarashigidan.com

米 原 市 民 報
日本共産党米原市議団
清水隆徳℡52-1969
藤田正雄℡55-1128
太田幸代℡54-2286

雑
感
追
加
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
、
市
長
等
の
給
与
の
減
額
条
例
が
「
継
続
審
査
」
と
な
り
ま
し
た
。

共
産
党
議
員
団
は
採
決
す
べ
き
と
し
て
継
続
に
反
対
し
ま
し
た
。
市
長
は
３
割
、
副
市
長
・
教
育
長
が
２
割

減
額
す
る
条
例
で
す
。
政
治
家
の
返
納
は
寄
付
に
あ
た
り
ま
す
の
で
条
例
化
が
必
要
で
す
。
一
部
議
員
は
市

長
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
批
判
し
ま
す
が
、
市
民
の
立
場
に
立
ち
、
し
っ
か
り
と
採
決
す
べ
き
で
す
。

国保税引下げる予算を
3
月
27
日
の
３
月
定
例
会
最
終
日
。
日
本
共
産
党
議
員
団
は
２
０
１
７
年
度
一
般
会
計
予
算
、

国
保
特
別
会
計
予
算
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
三
島
荘
廃
止
条
例
に
討
論
を
行
い
、
反
対
の
立

場
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
な
お
採
決
は
い
ず
れ
も
、
反
対
少
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

藤
田
議
員
の
国
保
特
別
会
計
予
算
と
三
島
荘
廃
止
の
反
対
討
論
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す

市は福祉拠点施設の方針を示せ

藤
田
議
員
の
国
保
予
算

に
つ
い
て
の
反
対
討
論

議員名 会派名 2017年度一
般会計予算

2017年度国
保会計予算

三 島 荘 廃
止条例

太田幸代 共産党米原市議団 × × ×

清水隆徳 共産党米原市議団 × × ×

藤田正雄 共産党米原市議団 × × ×

竹中健一 政策研究会マイバラ 〇 〇 〇

中川雅史 政策研究会マイバラ 〇 〇 〇

堀江一三 政策研究会マイバラ 〇 〇 〇

山本克巳 政策研究会マイバラ 〇 〇 〇

吉田周一郎 政策研究会マイバラ 〇 〇 〇

音居友三 創政クラブ 〇 〇 〇

北村喜代隆 創政クラブ 〇 〇 〇

中川松雄 創政クラブ 〇 〇 〇

松宮信幸 創政クラブ 議長 議長 議長

的場收治 創政クラブ 〇 〇 〇

前川明 創政クラブ 〇 〇 〇

北村喜代信 清風クラブ 〇 〇 〇

滝本善之 清風クラブ 〇 〇 〇

鍔田明 清風クラブ 〇 〇 〇

今中力松 無会派 〇 〇 〇

澤井明美 無会派 〇 〇 〇

結果 可決 可決 可決

三
島
荘
廃
止
条
例
に

つ
い
て
の
反
対
討
論

県
試
算
。
１
人
あ
た
り

１
万
３
千
円
引
下
げ
可
能

基
金
１
億
２
千
万
円

引
下
げ
に
活
用
を

山
東
地
区
に
福
祉
の
拠
点
施
設
を


